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原発警戒広域内に取り残されたウシの生体保存計盟

佐藤衆介ホ

1 .はじめに

2011年 3月 11日の任大地震，大津波，それによ

り引き起こされたライフラインの途絶，さらに東京

電力福島第一原子力発電所の|止界最大級の原子力

事故は，住民はもとより，動物にも多大な影響を与

えた。被災された方々並びに今なお被災されている

方々に，まずお見舞い申し上げたい。動物に関して

は，特に，ヒトの管理下にある家庭動物，展示動物，

及び産業動物に大きな影響をもたらした。水死，館や

7l<.の途絶による餓死，電力や燃料の途絶による加;昆の

不備による凍死，そして放置による創出i等である。

3月刊日には，環境省は水族館(アクアマリンふ

くしま)に立すし，海獣.11引誌の移動を許可し，それ

に呼応し 16日からは移動が開始された。向日， (財)

臼本動物愛護協会， (公社)日本動物福祉協会， (公

社)臼本愛玩動物協会及び(宇t)日本獣医師会は， r緊
急災害時動物救援本部jを立ち上げ，主にイヌやネ

コ等の愛玩動物に対する義援金の募集を開始し，被

災動物の救援が開始した。

原子力災害対策本部は，市i陀!耳匂1可T~判サ

発から 20此km[闘巻剖，]v内司引)を設定させ， 4 fJ 22日午前 O時
からの立ち入りを禁止させた。ここに，取り残され

た動物問題が発生したのである。警戒区域内には，

震災前には約 3500頭のウシ，約 3万頭のブタ，そ

して約 67万 5000羽のニワトリ，及び国の重姿無形

民俗文化財「粉馬野馬追j用のウマ 28頭が飼養さ

れていた。 5月 1EIには，貴重性に鑑みウマの移動

が特別に許可された。そして 5月 10日からは，環

境省や福島県は，緊急災害時動物救援本部の支援を

受け，持)TX区域内への住民の一時立入りと連動して，

ベットの保護，回収活動を実自信した。一方，産業動

物に対しては， 5.FJ 12日，農林水産省並びに原子力

災害対策本部が，片手戒区域内の家畜の取扱につい

てJを公示し，①区域外への移動禁止，②所有者の

を得て安楽死処分，③死亡家E5は敷地内等で
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消石灰を散布しブルーシートで覆う，等の方針を示

した。約 3万頭のブタ及び約 67万5000~~のニワト

リは，餓死あるいは殺処分によりほぼ姿を消した。

しかし，ウシについては所有者の同意が得られてい

ない場合も多く，未だに数百頭が生存している。

功利主義的な視点，すなわちヒトとの心理的関係

の濃さの重視という発想、からすれば，命の重さは，

イヌ・ネコ(家庭動物)>ウマ(展示動物)>ウシ>ブ

タ>ニワトリ(産業動物)という )1演で，これまで取っ

てきた政府の対応は理解できなくもない。しかし，

お本ノJことってウシは，歴史的綾点からすれば農耕

作業を協働して行ってきた仲間であり，意識的には

西洋人の考える肉や乳を生産する単なる産業動物

ではない。そのようなウシに抱く特殊な感情は，現

も300頭を超すウシを鏑養し続けている浪江市に

あるエム牧場社長の村田淳氏の発言(河北新報 5月

5日)にもよく現れている。そのウシに抱く心情を考

底した場合，全頭殺処分ではなく，より細やかな配

慮があってしかるべきであったと考えている。本当

に，全頭を殺処分しなければならなかったのかも含

め，放射性物質汚染の実態を明らかにし，さらにヒ

トに利用される動物(応用動物)が被災した場合，そ

れらとどう向き合うべきかを考える良い機会でも

あると考えている。
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そこで， )志j有動物1Tffi!J学会警戒区域内家若手保護管
理特命チーム(実施責任者:筆者)は， 5月 2513に

き?と議続議員である城島光カ氏，:E.木雄一郎氏， I子iJ邑

f也氏，並びに東京大学名誉教授である古)11泰弘氏及

び林良博氏らとともに官邸を訪ね，総理!大尽に対し，

被爆家斎の;jt重性と[VJ物愛護・福祉の観点から，家

「生体保千子j を要請した。そして筆者を含む特

命チームメンバーで、ある森田茂(酪農学闘大学)， Iti 

口答|を・阿国啓司・佐藤至(岩手大学)，竹田謙一(信

州大学)，安江健(茨城大学)，八代田真人(岐阜大学)

は，南相潟市と共同して，殺処分を免れているウシ

を，産業動物から実験動物あるいは展示動物として

用途換えし，全体保存し，研究を企i闘中である。現

状と今後の展開方向を紹介したい。

2. 一時的保笹施設への収~と

研究内容

8 fl 1日に，緊急災害時動物救護本部に義援金の

支給を嬰訪したところ， 750万円の交付が内示され，

一時的保管施設の整備を開始しているところであ

る。阪相馬市の斡旋により，警戒区域内の南相潟市

大詰にある酪農家の約 15haの採草地と約40m2のス

タンチョン式乳牛舎を借り受け，敷地全体を長野Ilflい
し，採玲[1也の一儀所に飲jJ<.場を設置したところであ

る。文部科学省、が 7月 20!=lに計測した II~f点では，

南相馬市大~~.の放射線空間線量は， 2.2μSv/hと報

されており，それは年間 19m5vと計算され，

戒区域ではあるが計厩的避難区域に近い恋どとい

える。現在，黒毛和積立主びにホノレスタイン種のウシ

26頭を収容しているが，他の牧場に仮収容されてい

る20頭と現在も放飼状態にあるウシ50頭線度の内，

殺処分に合意されていないウシ 20~30 頭程度も

最終的には収容する予定である。しかし，警戒区域

であることから，入場を規制されており，飼育管理

に~たっては，遣に 1~2 @J程度しか入ることはで

きないことから，管理の自動化が要請される。

それらのウシを，日の出からお没までは放牧飼養

し，夜間には，飼料中のセシウムを 95%程度l没者す

るといわれているゼオライトを限停飼料に混入さ

せ給与して屋内飼育し，排糞尿をE室内法びに放牧地
の休息、場所から回収し，コンポストイとすることで林

地並びに草原からなる放牧地を除染する技術を開

発しようと計到している。この技術館発においては，

放射性物貿汚染を伴うことから，ウシの健康性に特

段に配慮する必姿があるため，代謝プロブアイル検

査を行うとともに，放射性物質汚染が健康性，遺伝

子，免疫性，並び、に行動に及ぼす影響を調査する G

具体的な研究内容として，以下を計画している。

①音響による畜舎内誘導システムの自動化音響と

濃厚銅料給制を連合学習させ，音響誘導により牛lti:

を集者する技術を憐築する。その基本的技術{玄関発

されてはいるが，集音効率は，放牧主主のiまと買に大

きく影響される。放牧草告と含む環境姿因と集議効率

との関係を調査し，最大集畜効率のための条件を明

らかにし，誘導自動化システム構築に繋げる。

③放牧地の汚染状況並びに除染効果の実態解明:放

牧地周辺の森林，草地の植物と土壌並びに71<.の放射

性物質調査を実胞するとともに，放牧地内の放牧草，

林地下草の放射性セシウム合主を経時的に(放牧経

過に従し、)調査し，分布を GIS上のデータベースと

して構築する。

③GPSと加速度センサーによるウシの摂食行動並

びに排池行動の解明:ウシの摂食行動と排池行動の

実態を把握する。特に，林地と草地の利用率の違い

を明らかにすることは，放牧地の除染効率に大きく

るため，重要である。識変地は警戒区域内で

あることから，調賓の自動化は不可欠であり，自動

記録技術開発も含めて，日間交を実施し，データベー

ス{とする。

④放牧地の除染モデルの作成:上記②及び③のデー

タベースから，放牧地内での放射性セシウムの動態

を予淑IJする除染モデルを構築する O また，@J収告とよ

り効果的に行えるように放牧牛の行動指IH~II(利用場

所íIlIH~f1)を行い，放去、卜全セシウムの@J収効果を明ら

かにする。
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⑤家畜から排j位された放射性セシウムの最大回収

コンポスト化技術開発:ウシの行酪を利用した放牧地

の除染では，斎舎内への一時的収容とその際の放射性

セシウムの排出・Ij'jJ収が効率的に行わなければならな

い。畜舎内で回収された糞尿は，ゼオライト等に吸清

させながら，焔肥基準や施JJE手法をふま

農地に還元する。汎用性のあるf技場除染のモデル作成

に向けて，牛舎施設内に1M役される糞尿及び処sJ!過程
でのよ在日目[1:1に含まれる放射性セシウム濃度を計測し，

場系内での循環に基づく除染モデル策定に必要な，

基礎的数値を確定する。あわせて，1随班削4物勿へのi吸汲収効J率宇

に及{ぽますゼオライ iト、吸治若二の去労効ブカj来をi市m限【
⑥ウシの効果的除染法の関発:ゴif詮tも安伝倒飾i日iな除染剤でで、あ

るゼオライトを;揺濃品出即2引1斥半飼科にj社混l昆も合して給j与].し， {治i隠5化i笠管3苦:内

に存在する放奇与射二:1性セシウムをI吸汲若させ，吸収を阻容さ

せる。その実態を，禁中及びIIIl仁1:1での放射性セシウム

動態から推定する。ゼ、オライトは汚染飼料の除染のみ

ならず，内部汚染の|徐染にも効果があるかを確認する。

⑦ウシの健康性に記躍した除染技術の開発:放射性

物質汚染がウシの鑓康性，遺伝子，免疫性，並びに

行動に及ぼすを調査する。定期的にウシの代謝

針葉樹・広葉樹混交
林による大径木生産
(塁山復活)

シパ草原造成 GIS構築

プロファイル検査を行うとともに，内部汚染レベル

とバイオマーカーとの関係を明らかにする。 遺伝子

に関しては染企休異常，免疫伎に|議してはリンパリく

割合やNK細胞活性，行動に隠しては維持行動の頻

疫と fE'f問配分や行動怪11苅誌を調査する。これらの調

査を，地康性や免疫性に影響しないウシの行動利用

による土地の除染技術に繋げる O

3. 恒久的保管施設への収容と

研究企回

これらのウシは，産業動物としての利用価値を

失った動物で、ある。利用価値を失った応)1]動物の新

たな利Jll{I1日{伎の提案は，わが閣の動物愛護の実践モ

デルとして民草である。手iJH%!fifITj[を失った応用動物

の新たな利用価値は，前述した実験動物としての利

用保!Î{~~jíびに展示動物としての利用価値に尽きる。

愛玩動物としての利用価値も即論的には存在する

が，その可能性は低い。展示動物として利用する場

合，ウシそのものの貴重性は低いことから，飼育方

法の展示や生息湯所自体の浪示との組み合わせが

震要である。

室参

個人情報端末による
情報取得

ススキ藤原造成

県レッドデータ稜
絶滅種、危懐種等の復活

以11 無線 LANシステム憐築によるウシの恒久11又布施設処設構怨
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ここでは，半野生化の飼育と生息場所の種多様性

の展示システムを提案する O ウシの祖先穏である

オーロックスは既に絶滅し，研究に供されている野

生化牛も英国のチリンガム公闘牛と鹿児島県トカ

ラ列島に住む口之島野生化牛の2ヶ所に生息してい

るにすぎない。本システムを構築し，進化のやで作

られてきたウシの行動的・生理的・形態的特徴を明

らかにすることは，生物学的意義とともに，家E5牛

の簡育方式の改善への基礎知見提供という者践的

も有する。

半野生化で飼育するには，館料として野草の最大

限の手Ijfflが必要で、ある。それらは，おヌド在来の野草

によるシパ型車原やススキ盟主草原，及び林床照度の

高い樹林地の下層植生の利用である。誕来の手法に

よれば，シパ盟主主地やススキ型草i喰の造成には， 5 ............ 

10年を要する。より阜急な造成技術開発が重要であ

る。我々はこれまで，シパに関しでは放牧地におけ

る糞上移植法の検討を，ススキに関しては野生で採

取した種子の播種法を検討してきた。それら手法の

適正条件の深査研究を実施する。また，スギを中心

とする針葉樹林は，ウシの館としての価値や生物多

様性保全の価値は低い。そこで，その向者を保証す

る針葉樹と広葉樹の混交林施業法を開発し，その効

果な確認する。以上をもとに，ウシの放牧による生

物多様性保全システムを開発する。

牧養カは，シパ型草地で、 200CD/ha，ススキ型草

地で 70CD/ha，並びに樹林地で 20CD/ha程度であ

る。したがって， 5月から 10月までの 6ヶ月間無給

与で成牛を飼育する場合， 1haのシパ型草地で、1.1 

頭，ススキ型車地で O.39頭，樹林地で O.1頭とい

う牧養カであり，収容額数iこ見合った広大な箇積の

確保が必要となる。例えば， 50頭を飼養する場合，

シパ型築地 30ha，ススキ型草地 201m，そして樹林地

100ha，合計 150haの面積が必要となる。各豆域の

植生，ウシの季Ij用頻度，並びに放射能汚染程度の

タを含むGISを構築することで，コンピュータ

上で可様化及び数値化し，展示や研究に繋げること

は効果的である。そのやで，以下の研究を企画して

いるo

①生患場所の生物多様性研究:わが閣の在来の永続

的な野E主主主原や樹林地の皆伐による一時的草原は，

前者は 1970年代を中心に急激に減少し，後者も 21

ul:紀に入り急減している。それらに伴い，環境省の

レッドデータにリストされる動槌物穏は，森林性穏

から草原性種へと偏向してきている。レッドデータ穏

の揺経の場所として，シパ型原:原，ススキ型草原，及

び皆伐後 7~8年間の草原を評価する研究を実施する。

②ウシの土地科用能力の探査研党これまで我々は，

秋出県鹿角市の国有林放牧共ffl林野において，無牧

捕で飼育される 30鎮の日本短角極の土地利用能力

を調査し，平均 l臼行動議関税は 14.lha，平均 l

日行動器開距離は 462mであることな明らかにし，

牛群は可食組物現存最の1.4%を食べ，隣接する場

へ移動するという摂食戦術をとると考察した。その

研究は，北東北の 1ヶ所のデータであり，追試は不

可欠である。国有林放牧共汚林野がほぼ消誠した現

在，本システムは格好の研究素材であり，これまで

実施してきた調査と!笥諜な潤査を，荷台述した GPS

と加速度センサーによる行動解析システムにより

実施することで，超低投入型の家寄生産システム嬬

築の基礎知見を得ることができる。

以上の研究は，大きな広がりを持っており，単に

ヌド特命チームだけの諜題ではない。我々の意関する

恒久保管施設(サンクチュアリー)が設立された瞬

には，生物多犠性を揺監する家畜生産システムとし

て，展示及び研究に国内外を関わず広く利用される

ことを期待しているところである。皆様からの多大

なるご支援をと期待したい。
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